
令和８年度福井県・ドイツ高校生国際交流事業委託業務仕様書 

 

１ 趣旨    

   本県が友好提携しているドイツ・ハールブルク郡ヴィンゼン市に本県高校生を派遣し、共同学習

や、ホームステイによる生活体験学習をとおして、友好交流の促進と将来グローバル社会で活躍で

きる人材の育成を図る。 

２ 派遣場所  

   ドイツ連邦共和国ハールブルク郡ヴィンゼン市 

３ 日程    

   令和８年１０月２８日（水）～１１月６日（金）１０日間 

（ドイツ滞在は、１０月２９日（木）～１１月５日（木）の８日間） 

４ 派遣人数 

   生徒１６人、引率者２名 

※派遣人数（高校生１６名、引率者２名）は最大数を見込んだものであり、最終的に参加人数の

実績に基づき変更契約する場合がある。 

 

５ 費用    

   生徒一人当たり５５０，０００円（税込）を上限とする 

   引率者一人当たり７７０，０００円（税込）を上限とする 

 

６ スケジュール例（使用する航空便によって異なる） 

月日 内容 移動手段 宿泊 

１０月２８日（水） 

～１０月２９日（木） 
福井市内→敦賀市内→空港（日本）発 

専用バス（空港

まで） 

飛行機 

機中泊 

１０月２９日（木） 
空港（ハンブルク）着→ヴィンゼン市 

ホストスクール訪問 

独日協会手配の

バス 

生徒：ホームステイ 

引率者：ホテル 

１０月３０日（金） ドイツ高校生と交流（授業参加等）  同上 

１０月３１日（土） 

～１１月１日（日） 
ホストファミリーと過ごす。  同上 

１１月２日（月）～ 

１１月５日（木） 
ドイツ高校生と交流（授業参加等）  同上 

１１月５日（木）～ 

１１月６日（金） 
ヴィンゼン市→空港（ハンブルク）発 

独日協会手配の

バス 

飛行機 

機中泊 

１１月６日（金） 

 
空港（日本）着→敦賀市内→福井市内 

専用バス（空港

から） 
 

 

 

 



７ 委託業務内容 

 

※空港（ハンブルク）とヴィンゼン市のホストスクール間の移動（往復）は、独日協会が手配し、その

経費は独日協会が負担する。 

 

８ 選定基準 

①移動日程・手段、活動日程 

 ・参加者の安全と体調を考慮し、著しく早朝あるいは深夜の移動とならないように考慮され

ているか。 

②緊急時の連絡体制・安全管理 

 ・現地のトラブルに対応できるようになっているか。 

③現地での安全性、利便性、バックアップ体制 

 ・引率教員が滞在する場所が安全であり、かつ生徒の訪問先に視察に行くうえで容易に移動

できる場所であるか。 

項目 内容 備考 

国内移動 出発日と帰国日の空港送迎のための専

用バス 

出発日：福井市→敦賀市→空港 

帰国日：空港→敦賀市→福井市 

国内滞在 前泊または後泊が必要な場合のみ  

航空便 日本 － ハンブルクの往復便 

 

・乗り換え回数が少なく安全な便であ

ること 

・早朝、深夜便は可能な限り避ける 

・ハンブルグ到着は、当日の夕方までに

ヴィンゼンの学校に到着できる時間 

・日本到着は、当日の夕方までに福井の

学校に到着できる時間 

事前研修 

 

渡航に関する説明（準備物、ホームス

テイの心構え等について） 
 

しおり作成 名簿、日程、現地情報、持ち物リスト、

ドイツ語基本表現等 

 

引率者の現地滞

在 

 

引率者２名のホテル 

（１０月２９日から７泊８日（朝食付

き）） 

緊急時に対応がしやすいよう、ホストス

クール、ホームステイ先に近い地域のホ

テルが望ましい 

引率者の海外旅

行保険 

引率者２名の旅行期間中の保険 

※生徒は、各自で保険に加入するので委

託業務には含まない 

引率者本人のケガ・病気の補償に加え、

生徒が病気やケガをした際に病院等に

つきそうタクシー代などが補償される

もの 

引率者の通信関

係 

携帯電話レンタル（２台） 

Wi-Fiルーターレンタル（１台） 

 

添乗員 全日程を通して１名添乗すること 

 

添乗業務 

緊急時の対応など 



 ・現地でのバックアップ体制は十分であるか。 

④見積書（生徒分・引率者分）  

 ・予算内で運営できるか。適切な旅行保険代金を見積もっているか。（引率者分について） 

⑤同様の事業の取扱実績 

 ・過去に同様の実績があるか。 

       


